
（3）男女共同参画センターについて 

問 10 宝塚市立男女共同参画センター・エルでは、男女共同参画に関する講座や情報誌の発 

行、図書の貸出、相談事業などを行っています。あなたが今までに利用したものは次のどれです 

か。（あてはまるものに〇（2 つまで）） 

回答者の 89.4％が宝塚市立男女共同参画センター・エルを「利用したことがない」と回答して

いる。利用されていた項目のうち、最も多かったのは「男女共同参画についての講座や講演会」で

4.5％となっている。 

 

図 11 宝塚市立男女共同参画センター・エルの利用状況（n=1,083） 
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性別/年齢別 

性別にみると、女性より男性の方が宝塚市立男女共同参画センター・エルを「利用したことはな

い」割合は高い。 

年齢別にみると、「利用したことはない」は全ての年齢層で 85.0％を超えており、「10 代」では

100.0％となっている。おおよそ年齢が高くなるにつれ、「利用したことはない」の割合は減少してい

る。 

「男女共同参画についての講座や講演会」の利用は、「60 代」「70 代以上」が他年齢に比べて

多い結果となっている。 

 

表 2 【性別/年齢別】宝塚市立男女共同参画センター・エルの利用状況 

[上段：実数、下段：％] 

※「利用したことはない」を除いて割合が最も高い項目に着色      

11 40 6 30 547 10
1.8% 6.4% 1.0% 4.8% 87.1% 1.6%
10 9 6 11 420 7

2.2% 2.0% 1.3% 2.4% 92.5% 1.5%
0 0 0 0 9 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%
2 1 0 2 45 0

4.0% 2.0% 0.0% 4.0% 90.0% 0.0%
0 1 0 3 63 0

0.0% 1.5% 0.0% 4.5% 95.5% 0.0%
1 1 0 5 148 2

0.6% 0.6% 0.0% 3.2% 94.9% 1.3%
3 7 3 11 199 1

1.4% 3.2% 1.4% 5.0% 90.9% 0.5%
3 12 2 8 180 3

1.5% 5.9% 1.0% 3.9% 88.7% 1.5%
12 27 7 12 324 11

3.2% 7.1% 1.8% 3.2% 85.3% 2.9%
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問 11 宝塚市立男女共同参画センター・エルで、あなたが利用したいものは次のどれですか。 

（あてはまるものに〇（2 つまで）） 

宝塚市立男女共同参画センター・エルで利用したいものについて尋ねると、50.0％の人が「利

用したいものはない」と回答している。次いで、「情報の収集・提供」が 28.8％、「男女共同参画に

ついての講座や講演会」が 13.0％となっている。 

 

図 12 宝塚市立男女共同参画センター・エルで利用したいもの（n=1,083） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.9%

13.0%

8.9%

28.8%

50.0%

4.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

自主的な活動への支援

男女共同参画についての講座や講演会

市⺠のネットワークづくり

情報の収集・提供

利用したいものはない

無回答・無効



性別/年齢別 

性別にみると、女性より男性の方が「利用したいものはない」と多く回答している。また、「男女共

同参画についての講座や講演会」は男性より女性の方が多く回答している。 

年齢別にみると、「利用したいものはない」と回答した割合が最も高かったのは、「20 代」で

64.0％、最も低かったのは「10 代」で 33.3％となっている。 

利用したいものとして、「自主的な活動への支援」と回答した割合が他年齢に比べて高かったの

は「10 代」「20 代」で、「男女共同参画についての講座や講演会」では「60 代」「70 代以上」、

「市民のネットワークづくり」では「10 代」、「情報の収集・提供」では「10 代」「60 代」が高くなっ

ている。 

表 3 【性別/年齢別】宝塚市立男女共同参画センター・エルで利用したいもの 

[上段：実数、下段：％] 

 
※「利用しないものはない」を除いて割合が最も高い項目に着色  

50 99 55 195 282 35
8.0% 15.8% 8.8% 31.1% 44.9% 5.6%
36 41 41 117 259 17

7.9% 9.0% 9.0% 25.8% 57.0% 3.7%
2 1 2 3 3 0

22.2% 11.1% 22.2% 33.3% 33.3% 0.0%
6 3 4 9 32 0

12.0% 6.0% 8.0% 18.0% 64.0% 0.0%
3 6 6 21 36 2

4.5% 9.1% 9.1% 31.8% 54.5% 3.0%
13 13 13 46 87 2

8.3% 8.3% 8.3% 29.5% 55.8% 1.3%
21 25 17 62 118 8

9.6% 11.4% 7.8% 28.3% 53.9% 3.7%
10 31 16 68 93 13

4.9% 15.3% 7.9% 33.5% 45.8% 6.4%
31 62 38 103 172 27

8.2% 16.3% 10.0% 27.1% 45.3% 7.1%
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（4）あらゆる分野における女性の参画拡大について 

問 12 あなたは、政治・経済・地域活動などの各分野で女性の参画が進み、女性のリーダーが 

増えることは、望ましいと思いますか。 

あらゆる分野で女性の参画が進み、女性のリーダーが増えることについて、93.7％の人が「望ま

しい」と回答し、「望ましくない」と回答した人は 4.4％となっている。 

 

図 13-1 女性リーダーが増えることに対する意見（n=1,083） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別 

性別でみると、「望ましい」と答えた男性は 92.3％、女性は 94.7％となり、わずかに女性の方が

多く「望ましい」と回答している。 

図 13-2 【性別】女性リーダーが増えることに対する意見 

（女性 n=628,男性 n=454） 
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問 13 あなたは、政治・経済・地域活動などの各分野で女性の参画が進み、女性のリーダーが 

増えると、どのような影響があると思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

女性のリーダーが増えると、どのような影響があるか尋ねた設問で、最も多かった項目は、「性別

にとらわれず、優秀な人材が活躍できるようになる」で 73.9％である。 

次いで、多い順から「多様な視点が加わり、新たな価値観が生まれる」69.6％、「性別にとらわ

れず、仕事と家庭の両立が推進することができる」44.2％、「女性が、より仕事と家事、育児、介護

などの負担を背負うことになる」18.7％、「男性のポストが減り、男性が活躍しづらくなる」3.9％

「その他」4.5％となっている。 

 

図 14 女性のリーダーが増えることによる影響（n=1,083） 

 

性別/年齢別 

性別でみると、「女性が、より仕事と家事、育児、介護などの負担を背負うことになる」の割合は

男性より女性の方が高い。 

年齢別でみると、若年層において「女性が、より仕事と家事、育児、介護などの負担を背負うこと

になる」の割合が他年齢と比較して高い。 

また、「30 代」の「男性のポストが減り、男性が活躍しづらくなる」と回答した人は、他年齢に比べ

てわずかに高い結果となっている。 
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表 4-1 【性別/年齢別】女性のリーダーが増えることによる影響 

[上段：実数、下段：％] 

 

457 476 290 140 21 23 4
72.8% 75.8% 46.2% 22.3% 3.3% 3.7% 0.6%
297 324 188 63 21 26 5

65.4% 71.4% 41.4% 13.9% 4.6% 5.7% 1.1%
5 7 4 3 0 1 0

55.6% 77.8% 44.4% 33.3% 0.0% 11.1% 0.0%
31 30 19 13 2 4 0

62.0% 60.0% 38.0% 26.0% 4.0% 8.0% 0.0%
44 39 35 17 6 5 0

66.7% 59.1% 53.0% 25.8% 9.1% 7.6% 0.0%
111 115 70 28 4 12 0

71.2% 73.7% 44.9% 17.9% 2.6% 7.7% 0.0%
157 164 96 40 12 7 1

71.7% 74.9% 43.8% 18.3% 5.5% 3.2% 0.5%
146 162 96 44 7 7 2

71.9% 79.8% 47.3% 21.7% 3.4% 3.4% 1.0%
260 283 159 58 11 13 6
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60代
（n=203）

70代以上
（n=380）

男
性
の
ポ
ス
ト
が
減
り
、
男
性

が
活
躍
し
づ
ら
く
な
る

そ
の
他

無
回
答

多
様
な
視
点
が
加
わ
り
、
新
た

な
価
値
観
が
生
ま
れ
る

性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
優
秀
な

人
材
が
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な

る

女性
（n=628）

男性
（n=454）

年齢別

10代
（n=9）

20代
（n=50）

30代
（n=66）

40代
（n=156）

50代
（n=219）

性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
仕
事
と

家
庭
の
両
立
が
推
進
す
る
こ
と

が
で
き
る

女
性
が
、
よ
り
仕
事
と
家
事
、

育
児
、
介
護
な
ど
の
負
担
を
背

負
う
こ
と
に
な
る

性別



 ※割合が最も高い項目に着色 

就業状況別/雇用形態別 

全ての就業状況において、「多様な視点が加わり、新たな価値観が生まれる」や「性別にとらわ

れず、優秀な人材が活躍できるようになる」が多く回答されている。 

「性別にとらわれず、仕事と家庭の両立が推進することができる」は「学生」で 26.5％と最も低

く、「女性が、より仕事と家事、育児、介護などの負担を背負うことになる」は「学生」で 32.4％と最

も高くなっている。 

問 3 で「会社、団体、官公庁等に勤務している」と回答した人の中で、さらに雇用形態別に集計

すると、就業状況別と同様に「多様な視点が加わり、新たな価値観が生まれる」や「性別にとらわれ

ず、優秀な人材が活躍できるようになる」が多く回答されている。 

「性別にとらわれず、仕事と家庭の両立が推進することができる」は、「日雇労働者」の 0.0％を

除いて、「契約社員」が 36.0％と最も低くなっている。 

「女性が、より仕事と家事、育児、介護などの負担を背負うことになる」は、「無回答・無効」の

33.3％を除いて、「アルバイト・パート」が 30.1％と最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

表 4-2 【就業状況別/雇用形態別】女性のリーダーが増えることによる影響 

[上段：実数、下段：％] 

※割合が最も高い項目に着色 

44 52 34 12 3 2 0

69.8% 82.5% 54.0% 19.0% 4.8% 3.2% 0.0%
371 385 238 107 21 25 2

71.3% 74.0% 45.8% 20.6% 4.0% 4.8% 0.4%
262 275 160 59 11 12 4

70.4% 73.9% 43.0% 15.9% 3.0% 3.2% 1.1%
20 23 9 11 2 3 0

58.8% 67.6% 26.5% 32.4% 5.9% 8.8% 0.0%
49 57 33 14 4 6 2

59.8% 69.5% 40.2% 17.1% 4.9% 7.3% 2.4%
8 8 5 0 1 1 1

66.7% 66.7% 41.7% 0.0% 8.3% 8.3% 8.3%
194 191 115 42 14 16 0

70.5% 69.5% 41.8% 15.3% 5.1% 5.8% 0.0%
20 22 9 5 2 2 1

80.0% 88.0% 36.0% 20.0% 8.0% 8.0% 4.0%
12 12 9 3 0 0 0

80.0% 80.0% 60.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0%
114 123 81 47 5 3 1

73.1% 78.8% 51.9% 30.1% 3.2% 1.9% 0.6%
1 1 0 0 0 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
18 21 15 5 0 3 0

64.3% 75.0% 53.6% 17.9% 0.0% 10.7% 0.0%
10 14 7 4 0 1 0

58.8% 82.4% 41.2% 23.5% 0.0% 5.9% 0.0%
2 1 2 1 0 0 0

66.7% 33.3% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0%
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正社員
（n=275）
契約社員
（n=25）
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（n=15）

アルバイト・パート
（n=156）
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（n=1）
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（n=28）
その他

（n=17）
無回答・無効
（n=3）
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（5）防災における男女共同参画の推進について 

問 14 災害時において、性別や年齢などによる違いや多様性に配慮した災害対応をしていくた 

めには、日頃からどのようなことを行っていく必要があると思いますか。 

（あてはまるものに○（３つまで）） 

性別や年齢などによる違いや多様性に配慮した災害対応をしていくために、どのようなことを日

頃から行っていく必要があると思うか尋ねると、最も多かった項目は「日頃から性別にかかわらず、

多様な人が協力して地域活動を行う」で 55.6％となっている。 

次いで、多い順から「これまでの災害での課題（避難所での性暴力、プライバシー確保など）を

学ぶ」36.2％、「性別にかかわらず、多様な人が多く参加する防災訓練の実施」35.0％、「人権を

尊重するために、多様な人がともに責任を担い、支え合うための制度を作る」25.1％、「防災に関

する会議に女性委員を増やす」17.1％、「地域で防災活動に参画する女性リーダーの養成を行う」

12.8％、「その他」1.8％、「必要ない」1.4％となっている。 

 

図 15 性別や年齢などによる違いや多様性に配慮した 

災害対応をするために必要なこと（n=1,083） 
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必要ない

その他
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性別/年齢別 

性別でみると、男女差はほとんどないが、「性別にかかわらず、多様な人が多く参加する防災訓

練の実施」は若干の差がみられ、女性で 33.4％、男性で 37.2％と男性の方が 3.8 ポイント高

い。 

また、「これまでの災害での課題（避難所での性暴力、プライバシー確保など）を学ぶ」は女性で

39.0％、男性で 32.4％と女性の方が 6.6 ポイント高い結果となっている。 

年齢別でみると、「人権を尊重するために、多様な人がともに責任を担い、支え合うための制度

を作る」は「60 代」で 31.0％と他年齢に比べて高い。 

「防災に関する会議に女性委員を増やす」は「10 代」で 33.3％と他年齢と比べて高く、「地域

で防災活動に参画する女性リーダーの養成を行う」は「70 代以上」で 18.7％と他年齢よりも高

い結果となっている。 

表 5 【性別/年齢別】性別や年齢などによる違いや多様性に配慮した 

災害対応をするために必要なこと 

[上段：実数、下段：％] 

 
 

355 210 173 245 112 88 3 5 92
56.5% 33.4% 27.5% 39.0% 17.8% 14.0% 0.5% 0.8% 14.6%
247 169 99 147 73 51 12 14 77

54.4% 37.2% 21.8% 32.4% 16.1% 11.2% 2.6% 3.1% 17.0%
4 3 2 3 3 1 0 0 2

44.4% 33.3% 22.2% 33.3% 33.3% 11.1% 0.0% 0.0% 22.2%
28 18 12 23 5 3 1 0 3

56.0% 36.0% 24.0% 46.0% 10.0% 6.0% 2.0% 0.0% 6.0%
33 24 15 30 10 2 1 3 10

50.0% 36.4% 22.7% 45.5% 15.2% 3.0% 1.5% 4.5% 15.2%
76 43 35 61 26 15 4 5 27

48.7% 27.6% 22.4% 39.1% 16.7% 9.6% 2.6% 3.2% 17.3%
124 73 54 105 45 26 5 1 25

56.6% 33.3% 24.7% 47.9% 20.5% 11.9% 2.3% 0.5% 11.4%
122 82 63 76 40 21 1 2 28

60.1% 40.4% 31.0% 37.4% 19.7% 10.3% 0.5% 1.0% 13.8%
215 136 91 94 56 71 3 8 75

56.6% 35.8% 23.9% 24.7% 14.7% 18.7% 0.8% 2.1% 19.7%
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様
な
人
が
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練
の
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施

人
権
を
尊
重
す
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多
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人
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に
責
任
を
担
い
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支

え
合
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め
の
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を
作
る
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（n=454）

年齢別

10代
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（n=219）

60代
（n=203）
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性
暴
力
、
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ど
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災
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ー
の
養

成
を
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う

必
要
な
い
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の
他

無
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答
・
無
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（6）性の多様性について 

問 15 あなたは、性の多様性を認め合う社会を作るために、どのようなことが必要だと思います 

か。（あてはまるものに〇（3 つまで）） 

性の多様性を認め合う社会を作るために必要なことを尋ねると、最も多かった項目は「教育現場

での啓発運動や配慮（制服やトイレの配慮）」で 60.9％となっている。 

次いで、「専門相談窓口の設置」35.8％、「市のホームページやＳＮＳ、講演会などの啓発活動」

30.2％、「性の多様性について交流を行うコミュニティスペース」21.2％、「必要ない」6.6％となっ

ている。 

 

図 16 性の多様性を認め合う社会を作るために必要なこと（n=1,083） 
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性別/年齢別 

性別でみると、「専門相談窓口の設置」は女性で 40.0％、男性で 30.2％となり、女性の方が

9.8 ポイント高い結果となっている。 

年齢別でみると、「市のホームページや SNS、講演会などの啓発活動」の割合は若年層よりも、

高年齢層の方が高い結果となっている。また、「性の多様性について交流を行うコミュニティスペー

ス」は「20 代」で 32.0％となり、他年齢よりも高い。 

「教育現場での啓発活動や配慮（制服やトイレの配慮）」は 70 代以上を除く全ての年齢層で

60.0％を超えているが、「70 代以上」では 51.8％にとどまっている。 

 

表 6 【性別/年齢別】性の多様性を認め合う社会を作るために必要なこと 

[上段：実数、下段：％] 

 
※割合が最も高い項目に着色 

186 399 251 151 31 35 70
29.6% 63.5% 40.0% 24.0% 4.9% 5.6% 11.1%
141 261 137 79 40 25 51

31.1% 57.5% 30.2% 17.4% 8.8% 5.5% 11.2%
1 6 3 2 0 1 2

11.1% 66.7% 33.3% 22.2% 0.0% 11.1% 22.2%
10 30 21 16 5 3 0

20.0% 60.0% 42.0% 32.0% 10.0% 6.0% 0.0%
15 42 16 16 5 6 4

22.7% 63.6% 24.2% 24.2% 7.6% 9.1% 6.1%
49 103 39 33 14 12 10

31.4% 66.0% 25.0% 21.2% 9.0% 7.7% 6.4%
64 148 96 55 14 8 13

29.2% 67.6% 43.8% 25.1% 6.4% 3.7% 5.9%
70 134 88 48 7 10 22

34.5% 66.0% 43.3% 23.6% 3.4% 4.9% 10.8%
118 197 125 60 26 20 71

31.1% 51.8% 32.9% 15.8% 6.8% 5.3% 18.7%
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（n=203）

70代以上
（n=380）


